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イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
金
銭
支
払
を
命
ず
る
判
決
の
強
制
執
行

島

田

真

琴

は
じ
め
に

一

情
報
開
示
命
令

二

金
銭
支
払
を
命
ず
る
判
決
の
強
制
執
行
手
続
の
種
類

三

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
の
目
的
及
び
概
要

四

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
の
検
討

は
じ
め
に

イ
ギ
リ
ス
に
所
在
す
る
個
人
や
法
人
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
所
に
お
い
て
金
銭
の
支
払
を
命
ず
る
勝
訴
の
確
定
判
決
を
得
た

者
（
以
下
「
債
権
者
」
と
い
う
）
が
、
判
決
を
実
現
す
る
に
は
、
相
手
方
（
以
下
「
債
務
者
」
と
い
う
）
が
任
意
に
支
払
わ
な
い
限
り
、

強
制
執
行
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
強
制
執
行
手
続
を
規
律
す
る
法
規
は
、
判
決
を
下
し
た
裁
判
所
や
執
行

裁
判
所
の
審
級
、
執
行
対
象
財
産
の
種
類
、
そ
の
所
在
地
等
に
よ
っ
て
異
な
り
、
極
め
て
複
雑
で
わ
か
り
に
く
い
。
そ
こ
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
議
会
は
、
二
○
○
七
年
に
「
審
判
廷
、
裁
判
所
及
び
執
行
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
」
と
い
う
）
を
制
定
し
、
強
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制
執
行
手
続
の
簡
便
化
・
明
確
化
を
図
っ
た
（

）。
同
法
の
強
制
執
行
手
続
に
関
す
る
改
正
規
定
は
、
二
○
一
二
年
の
施
行
を
目
指
し
て
、

1

現
在
そ
の
施
行
規
則
等
に
関
す
る
意
見
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
行
強
制
執
行
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
た
上
で
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
の
目
的
及
び
内
容
を
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
。

一

情
報
開
示
命
令

確
定
判
決
を
得
た
債
権
者
は
、
強
制
執
行
可
能
な
債
務
者
の
財
産
と
そ
の
所
在
地
を
知
る
目
的
で
、
債
務
者
所
在
地
の
県
裁
判
所

（
County
Court）
に
、
債
務
者
に
対
す
る
財
産
開
示
命
令
（
orderto
obtain
inform
ation）
の
発
令
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
こ

2

の
申
請
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
債
務
者
に
対
し
、
指
定
の
日
時
に
出
頭
し
、
宣
誓
の
上
、
そ
の
資
産
や
収
入
に
関
す
る
質
問
に
答
え

る
べ
き
旨
の
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
こ
れ
に
従
わ
な
い
債
務
者
は
、
裁
判
所
侮
辱
罪
に
よ
り
高
等
法
院
（
H
igh
Court）

3

か
ら
公
判
付
託
命
令
（
com
m
ittalorder）
を
受
け
、
刑
事
手
続
を
経
て
禁
錮
刑
に
処
せ
ら
れ
る
（

）。
4

な
お
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
右
の
債
務
者
に
対
す
る
情
報
開
示
命
令
を
補
完
す
る
目
的
で
、
第
三
者
に
対
す
る
情
報
開
示
命
令
及
び
政

府
等
に
対
す
る
情
報
提
供
要
求
の
制
度
を
設
け
て
い
る
（
後
記
三
３
（

））。
5

二

金
銭
支
払
を
命
ず
る
判
決
の
強
制
執
行
手
続
の
種
類
（

）
6

債
務
者
に
金
銭
の
支
払
を
命
ず
る
判
決
は
、
債
務
者
の
財
産
を
売
却
し
て
代
金
か
ら
回
収
す
る
方
法
や
債
務
者
の
有
す
る
金
銭
債

権
を
取
り
立
て
る
方
法
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
執
行
手
続
に
は
、
執
行
対
象
物
件
の
種
類
に
応
じ
、
不
動
産
・
証
券
等
に
対
す
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る
負
担
賦
課
命
令
（
charging
order）、
動
産
等
に
対
す
る
強
制
執
行
令
状
（
w
ritoffierifacias/w
arrantofexecution）、
金
銭
債

権
に
対
す
る
第
三
債
務
者
命
令
（
third
party
debtorder）、
給
与
差
押
命
令
（
attachm
entofearningsorder）、
財
産
保
全
管
理

人
の
選
任
（
appointm
entofa
receiver）
等
が
あ
る
。
複
数
の
執
行
手
続
を
同
時
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
い
る
（

）。
7

１

不
動
産
・
証
券
等
に
対
す
る
強
制
執
行
│
│
負
担
賦
課
命
令

㈠

管
轄
裁
判
所
及
び
対
象
物
件

勝
訴
判
決
を
得
た
債
権
者
は
、
県
裁
判
所
又
は
高
等
法
院
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
登
録
さ
れ
た
債
務
者
の
不
動
産
、
国
債
、
証
券

（
株
式
、
社
債
、
投
資
信
託
受
益
権
等
）
に
対
す
る
負
担
賦
課
命
令
（
charging
order）
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
対
象
物
件

8

所
在
地
の
県
裁
判
所
は
常
に
負
担
賦
課
命
令
の
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
事
件
は
県
裁
判
所
に
申
し
立
て
ら
れ
る
（

）。
9

他
方
、
高
等
法
院
は
、
五
千
ポ
ン
ド
以
下
の
支
払
を
命
ず
る
判
決
の
た
め
の
負
担
賦
課
命
令
に
関
す
る
管
轄
権
を
有
し
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
高
等
法
院
に
お
い
て
五
千
ポ
ン
ド
以
下
の
支
払
を
命
ず
る
判
決
を
受
け
た
債
権
者
が
負
担
賦
課
命
令
を
申
し
立
て
た
い
場

合
は
、
ま
ず
県
裁
判
所
へ
の
事
件
の
移
送
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
10

負
担
賦
課
命
令
は
、
他
の
執
行
手
続
と
は
異
な
り
、
金
銭
債
権
保
全
の
た
め
に
債
務
者
の
不
動
産
等
に
対
し
て
優
先
弁
済
権
を
確

保
す
る
効
力
の
み
を
有
し
て
い
る
。
債
権
者
が
対
象
物
件
を
売
却
し
て
そ
の
代
金
か
ら
債
権
の
満
足
を
受
け
る
に
は
、
裁
判
所
に
対

し
て
、
別
途
の
手
続
と
し
て
対
象
物
件
の
売
却
命
令
の
申
立
て
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
こ
の
命
令
は
、
対
象
物
件
の
価
額
が
三

11

万
ポ
ン
ド
を
超
え
る
と
き
は
高
等
法
院
に
し
か
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
（

）。
よ
っ
て
、
県
裁
判
所
の
事
件
は
高
等
法
院
に
移
送

12

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
13

㈡

負
担
賦
課
命
令
の
申
立
手
続
（

）
14

債
権
者
か
ら
負
担
賦
課
命
令
の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
、
債
務
者
に
通
知
や
送
達
を
せ
ず
に
暫
定
的
な
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命
令
（
interim
order）
を
発
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。
暫
定
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
、
申
立
債
権
者
は
、
こ
の
命
令
を
不
動

産
登
録
所
等
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
担
保
権
者
等
に
対
す
る
優
先
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
暫

定
命
令
と
同
時
に
最
終
負
担
賦
課
命
令
の
許
否
を
審
理
す
る
た
め
の
審
問
期
日
を
定
め
、
申
立
債
権
者
は
、
審
問
期
日
の
二
一
日
前

ま
で
に
、
債
務
者
、
担
保
権
者
、
知
れ
た
る
他
の
債
権
者
等
、
裁
判
所
が
指
定
し
た
利
害
関
係
者
に
対
し
て
暫
定
命
令
を
送
達
し
、

審
問
期
日
を
通
知
す
る
（

）。
15

㈢

最
終
負
担
賦
課
命
令
の
た
め
の
審
問

暫
定
命
令
を
発
し
た
裁
判
所
は
、
審
問
手
続
に
よ
り
、
債
務
者
本
人
の
状
況
、
他
の
債
権
者
が
不
当
に
害
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い

か
そ
の
他
の
事
情
を
斟
酌
の
上
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
最
終
負
担
賦
課
命
令
（
finalcharging
order）
を
発
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
（

）。
16

債
務
者
が
破
産
又
は
清
算
手
続
中
で
あ
る
と
き
、
当
該
財
産
が
担
保
割
れ
の
状
態
で
あ
る
と
き
、
債
務
が
対
象
財
産
の
価
額
に
比
し

て
極
め
て
少
額
で
あ
る
と
き
な
ど
は
、
最
終
負
担
賦
課
命
令
が
発
せ
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
（

）。
ま
た
、
金
銭
の
分
割
払
を
命
ず
る

17

判
決
に
基
づ
く
分
割
金
の
支
払
に
つ
い
て
債
務
者
に
不
履
行
が
な
い
場
合
は
、
当
該
判
決
の
執
行
の
た
め
に
最
終
負
担
賦
課
命
令
を

受
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
（

）。
18

㈣

最
終
負
担
賦
課
命
令
の
効
力
（

）
19

こ
の
命
令
の
効
力
は
、
債
務
者
の
不
動
産
等
に
対
す
る
担
保
（
m
ortgage）
を
設
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
担
保
権
と
同
一
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
は
、
負
担
賦
課
命
令
後
に
そ
の
対
象
物
件
が
売
却
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
他
の
一
般
債
権
者
や
こ
の

命
令
の
後
に
設
定
さ
れ
た
担
保
権
者
に
優
先
し
て
売
却
代
金
か
ら
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
取
得
す
る
。
こ
の
優
先
弁
済
権
は
、
判
決

が
命
じ
た
金
額
に
対
す
る
法
定
の
利
息
に
も
及
ぶ
（

）。
20

債
権
者
が
自
ら
対
象
物
件
を
処
分
換
金
し
て
債
権
の
満
足
を
受
け
る
に
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
、
対
象
物
件
に
対
す
る
負
担
賦
課

命
令
を
執
行
す
る
た
め
の
売
却
命
令
を
別
途
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
21
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２

動
産
等
に
対
す
る
強
制
執
行
│
│
強
制
執
行
令
状

㈠

管
轄
裁
判
所
及
び
執
行
機
関

高
等
法
院
の
勝
訴
判
決
を
得
た
債
権
者
は
、
高
等
法
院
に
対
し
て
債
務
者
が
所
持
し
て
い
る
動
産
等
に
対
す
る
強
制
執
行
を
申
し

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
高
等
法
院
の
執
行
官
（
H
igh
CourtEnforcem
entO
fficer、
以
下
、

「
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
」
と
い
う
）
に
対
し
て
、
債
務
者
の
動
産
等
を
差
し
押
さ
え
て
売
却
す
べ
き
旨
の
強
制
執
行
令
状
（
w
ritoffierifacias）

を
発
す
る
（

）。
県
裁
判
所
の
判
決
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
県
裁
判
所
が
強
制
執
行
令
状
（
w
arrantofexecution）
を
発
し
、
当

22

該
県
裁
判
所
に
配
属
さ
れ
て
い
る
執
行
吏
（
courtbailiff）
が
動
産
等
の
差
押
え
及
び
売
却
を
実
施
す
る
（

）。
た
だ
し
、
二
千
ポ
ン
ド

23

以
上
の
支
払
を
命
ず
る
判
決
を
執
行
す
る
場
合
は
、
債
権
者
の
選
択
に
よ
り
、
高
等
法
院
に
事
件
を
移
送
し
て
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
差
し
押

さ
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
五
千
ポ
ン
ド
超
の
判
決
の
場
合
は
、
高
等
法
院
に
移
送
し
な
け
れ
ば
執
行
で
き
な
い
（

）。
県
裁
判

24

所
の
判
決
を
高
等
法
院
に
移
送
し
て
執
行
申
立
て
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
扱
っ
て
も
ら
え
る
点
に
加
え
、
判
決
が
支
払

を
命
じ
た
金
額
に
対
し
て
、
高
等
法
院
に
移
送
し
た
日
以
降
年
八
％
の
利
息
が
回
収
で
き
る
点
で
あ
る
（

）。
県
裁
判
所
に
よ
る
五
千

25

ポ
ン
ド
以
下
の
判
決
は
、
原
則
と
し
て
無
利
息
で
あ
る
（

）。
26

㈡

差
押
可
能
物
件
（

）
27

執
行
の
対
象
と
な
る
の
は
、
法
定
除
外
物
件
以
外
の
債
務
者
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
動
産
及
び
金
銭
・
有
価
証
券
で
あ
る
。
法
定
除

外
物
件
は
、
債
務
者
が
個
人
の
業
務
の
た
め
に
必
要
な
工
具
、
書
籍
、
車
両
そ
の
他
の
物
品
、
債
務
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
上
最

低
限
必
要
な
衣
類
、
寝
具
類
、
家
財
道
具
・
備
品
等
で
あ
る
（

）。
ま
た
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
美
術
館
や
博
物
館
が
展
覧
会
の
た
め

28

に
海
外
か
ら
借
り
入
れ
た
美
術
品
等
は
、
借
入
期
間
中
は
差
押
え
が
禁
じ
ら
れ
る
（

）。
29

㈢

強
制
執
行
令
状
の
効
力
（

）
30

高
等
法
院
の
強
制
執
行
令
状
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
こ
れ
を
受
領
し
た
時
に
お
け
る
債
務
者
の
所
有
す
る
差
押
可
能
な
全
て
の
物
件
に
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及
び
、
執
行
官
は
、
そ
の
時
価
の
合
計
額
が
令
状
に
記
載
さ
れ
た
債
権
額
に
達
す
る
ま
で
、
債
務
者
の
動
産
等
を
任
意
に
選
ん
で
差

し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
裁
判
所
の
差
押
令
状
の
場
合
は
、
債
権
者
に
よ
る
執
行
申
立
時
に
債
務
者
が
所
有
す
る
全
物
件
に

及
ぶ
点
に
お
い
て
高
等
法
院
の
令
状
と
は
効
力
の
及
ぶ
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。

㈣

執
行
の
方
法
（

）
31

Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
県
裁
判
所
執
行
吏
の
い
ず
れ
が
執
行
す
る
場
合
も
、
原
則
と
し
て
、
全
差
押
物
件
を
一
度
に
競
売
し
、
そ
の
代
金
か

ら
搬
出
、
競
売
費
用
を
差
し
引
い
た
残
金
を
債
権
者
に
交
付
す
る
。

な
お
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
執
行
吏
は
、
日
本
の
執
行
官
と
は
異
な
り
、
債
務
者
の
自
宅
の
鍵
を
こ
じ
開
け
て
立
ち
入
る
権
限
ま
で
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
（

）。
た
だ
し
、
判
例
法
上
、
自
宅
と
一
体
化
し
て
い
な
い
債
務
者
の
仕
事
場
や
事
務
所
の
敷
地
に
入
る
ゲ
ー
ト
を
壊

32

し
て
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
る
（

）。
自
宅
内
に
あ
る
物
品
を
差
し
押
さ
え
る
目
的
で
戸
棚
な
ど
の
鍵
を
壊
す
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て

33

い
る
（

）。
34３

金
銭
債
権
（
給
料
債
権
を
除
く
）
に
対
す
る
強
制
執
行
│
│
第
三
債
務
者
命
令

㈠

管
轄
裁
判
所

確
定
判
決
を
有
す
る
債
権
者
は
、
第
三
者
が
債
務
者
に
対
し
て
売
掛
金
、
賃
料
、
報
酬
、
銀
行
預
金
等
の
金
銭
債
務
を
負
担
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
判
決
を
下
し
た
裁
判
所
に
申
立
て
を
し
、
当
該
第
三
者
に
対
し
て
当
該
債
務
を
債
権
者
に
支
払
う
べ
き

旨
の
第
三
債
務
者
命
令
（
third
party
debtorder）
を
発
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
35

㈡

執
行
可
能
な
債
権

こ
の
命
令
の
対
象
と
な
る
第
三
債
務
者
の
債
務
は
、
後
記
の
暫
定
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
前
に
、
既
に
発
生
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
と
え
ば
、
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
い
て
将
来
発
生
す
べ
き
賃
料
（

）、
未
発
生
の
給
料
（

）、
金
額
不
確
定
の
損
害
賠
償
債
務
（

）は
対
象

36

37

38
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と
な
ら
な
い
。
債
務
者
と
妻
の
共
同
名
義
の
預
金
（

）、
遺
言
執
行
者
が
管
理
す
る
死
亡
し
た
債
務
者
の
遺
産
（

）、
公
的
管
財
人
が
管
理
す

39

40

る
破
産
し
た
債
務
者
の
残
余
財
産
（

）、
債
務
者
を
受
益
者
と
す
る
信
託
財
産
（

）等
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
金
額
が
未
確
定
の
医
療
債
権

41

42

や
期
日
未
到
来
の
手
形
債
権
等
、
支
払
期
日
が
到
来
し
て
い
な
い
債
権
で
も
発
生
済
み
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
る
（

）。
た
だ
し
、
債
権
者

43

は
、
当
該
第
三
債
務
者
の
債
務
が
支
払
期
に
達
す
る
前
は
、
第
三
債
務
者
に
支
払
を
請
求
で
き
な
い
（

）。
44

な
お
、
債
務
者
が
第
三
債
務
者
に
対
す
る
債
権
を
他
の
者
に
譲
渡
し
た
場
合
、
当
該
債
権
は
も
は
や
債
務
者
に
帰
属
し
な
い
の
で
、

第
三
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
通
知
の
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
債
務
者
命
令
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
（

）。
ま
た
、
外
国
に
所
在

45

す
る
第
三
債
務
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（

）。
46

㈢

執
行
の
方
法
、
効
力
（

）
47

第
三
債
務
者
命
令
の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
審
問
手
続
な
し
に
暫
定
的
な
命
令
（
interim
order）
を
第
三
債
務
者
に
対

し
て
発
し
、
こ
の
送
達
を
受
け
た
第
三
債
務
者
は
、
債
務
者
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
命
令
を
受
け
た
後
に
債
務
者

に
弁
済
し
た
第
三
債
務
者
は
、
二
重
払
い
の
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
第
三
債
務
者
が
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
で

48

あ
る
場
合
、
当
該
金
融
機
関
は
、
命
令
を
受
け
た
後
七
日
以
内
に
、
裁
判
所
に
対
し
て
口
座
番
号
、
債
権
額
等
の
情
報
を
提
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
債
務
者
が
金
融
機
関
で
は
な
い
場
合
、
七
日
以
内
に
令
状
記
載
の
債
務
の
有
無
や
金
額
に
つ
い
て
書
面
に

よ
り
異
議
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
債
務
者
が
こ
れ
を
怠
っ
た
と
き
、
裁
判
所
は
令
状
記
載
ど
お
り
の
債
務
が
存
在
す
る
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
暫
定
命
令
か
ら
二
八
日
以
内
の
日
を
審
問
期
日
に
指
定
す
る
。
債
務
者
・
第
三
債
務

者
・
他
の
債
権
者
等
の
う
ち
異
議
の
あ
る
者
は
審
問
手
続
に
出
頭
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
問
の
結
果
、
最
終
命
令
が
出
た
場
合
、

債
権
者
は
、
第
三
債
務
者
か
ら
直
接
取
り
立
て
て
、
自
己
の
債
権
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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４

給
料
債
権
に
対
す
る
強
制
執
行
│
│
給
料
差
押
命
令

㈠

管
轄
裁
判
所
（

）
49

敗
訴
判
決
を
受
け
た
債
務
者
が
源
泉
課
税
方
式
の
賃
金
労
働
者
で
あ
る
場
合
、
勝
訴
し
た
債
権
者
は
、
県
裁
判
所
に
給
料
差
押
命

令
（
attachm
entofearnings
order）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
50

こ
の
差
押
申
立
て
は
、
原
則
と
し
て
債
務
者
居
住
地
の
県
裁
判
所
に
対
し
て
行
う
。
金
銭
支
払
を
命
ず
る
判
決
を
下
し
た
裁
判
所

が
他
の
県
裁
判
所
や
高
等
法
院
で
あ
る
場
合
、
債
権
者
は
、
ま
ず
、
当
該
裁
判
所
に
対
し
、
債
務
者
居
住
地
の
県
裁
判
所
へ
の
事
件

の
移
送
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
た
だ
し
、
債
務
者
の
居
住
地
が
不
明
な
場
合
や
債
務
者
が
国
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

51

判
決
を
下
し
た
県
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈡

差
押
可
能
な
債
権
の
範
囲
（

）
52

こ
の
差
押
え
の
対
象
と
な
る
の
は
給
料
か
ら
源
泉
税
、
社
会
保
険
料
等
を
控
除
し
た
金
額
で
あ
り
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
賞
与
、

特
別
手
当
、
年
金
給
付
金
、
失
業
手
当
等
も
含
ま
れ
る
。
他
方
、
障
害
者
年
金
、
社
会
保
障
給
付
金
、
税
額
控
除
の
還
付
金
、
軍
役

報
酬
、
海
員
報
酬
、
自
営
業
者
の
収
入
等
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
差
押
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
後
に
債
務
者
が
退
職
し

て
自
営
業
者
に
な
っ
た
と
き
、
当
該
命
令
は
失
効
す
る
。
ま
た
、
債
務
者
が
失
職
又
は
転
職
し
た
場
合
は
、
債
権
者
の
請
求
に
基
づ

き
裁
判
所
が
新
雇
い
主
に
命
令
の
実
施
を
指
示
す
る
ま
で
そ
の
効
力
を
停
止
す
る
。

㈢

差
押
命
令
の
手
続
（

）
53

債
権
者
か
ら
差
押
命
令
の
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
債
務
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。
こ
の
通
知
を
受
け
た
債
務
者
は
、
そ

の
後
八
日
以
内
に
、
確
定
判
決
を
受
け
た
金
額
、
訴
訟
費
用
及
び
差
押
申
立
費
用
の
全
額
を
裁
判
所
に
支
払
う
か
、
又
は
債
務
者
の

雇
い
主
、
所
得
、
支
出
、
預
貯
金
、
他
の
負
債
等
に
関
す
る
情
報
及
び
給
料
か
ら
控
除
さ
れ
る
金
額
に
関
す
る
提
案
を
裁
判
所
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
債
務
者
が
こ
の
情
報
提
供
を
怠
り
、
か
つ
再
度
の
命
令
に
も
従
わ
な
い
場
合
は
、
裁
判
所
の
公
判
付
託

54
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命
令
及
び
刑
事
手
続
を
経
て
禁
錮
刑
に
処
せ
ら
れ
る
（

）。
裁
判
所
は
、
債
務
者
が
提
出
し
た
情
報
だ
け
で
発
令
で
き
る
と
判
断
し
た
場

55

合
、
審
問
手
続
を
経
ず
に
給
料
差
押
命
令
を
発
し
て
債
務
者
の
雇
い
主
に
通
知
す
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
で
は
不
十
分

な
の
で
、
審
問
手
続
を
経
た
上
で
差
押
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
。

㈣

差
押
命
令
の
効
力
（

）
56

裁
判
所
は
、
差
押
命
令
に
よ
り
、
債
務
者
の
雇
い
主
に
対
し
、
①
判
決
が
債
務
者
に
支
払
を
命
じ
た
金
額
、
②
債
務
者
の
月
給
又

は
週
休
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
、
及
び
③
債
務
者
が
受
領
す
べ
き
給
料
の
最
低
金
額
を
通
知
す
る
。
雇
い
主
は
、
債
務
者
に
支
払
う

給
料
か
ら
、（
ア
）
右
記
②
の
金
額
、
又
は
（
イ
）
給
料
か
ら
右
記
③
を
減
じ
た
残
額
の
う
ち
小
さ
い
方
を
控
除
し
、
当
該
控
除
額

を
裁
判
所
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
雇
い
主
か
ら
受
領
し
た
金
額
か
ら
諸
費
用
を
差
し
引
き
、
残
金
を
債
権
者

に
交
付
す
る
。

５

衡
平
法
上
の
執
行
│
│
管
財
人
の
選
任

㈠

管
轄
裁
判
所

前
記
１
乃
至
４
の
手
続
に
よ
る
金
銭
判
決
の
執
行
が
困
難
な
場
合
、
債
権
者
は
、
高
等
法
院
又
は
県
裁
判
所
に
対
し
て
、
衡
平
法

上
の
強
制
執
行
の
た
め
の
管
財
人
（
receiver
by
w
ay
ofequitable
execution）
の
選
任
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
こ
の
手
続
の

57

管
轄
権
は
全
て
の
裁
判
所
が
有
し
て
い
る
（

）。
58

㈡

執
行
可
能
な
財
産

衡
平
法
上
の
強
制
執
行
は
、
申
立
て
を
受
け
た
裁
判
所
が
、
他
の
方
法
に
よ
る
執
行
は
全
て
不
可
能
で
あ
り
、
か
つ
管
財
人
に
よ

る
執
行
が
効
果
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
（

）。
裁
判
所
が
こ
れ
を
認
め
た
例
と
し
て
は
、

59

担
保
に
付
さ
れ
た
共
有
名
義
不
動
産
か
ら
の
賃
料
収
入
等
の
持
分
に
対
す
る
執
行
、
信
託
基
金
か
ら
の
未
発
生
収
入
に
対
す
る
執
行
、
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先
取
特
権
（
lien）
の
対
象
で
あ
る
物
件
に
対
す
る
執
行
、
第
三
債
務
者
命
令
が
不
可
能
な
給
料
以
外
の
未
発
生
債
権
（
前
記
二
３

㈡
）
に
対
す
る
執
行
等
が
あ
る
（

）。
60

㈢

執
行
申
立
て
の
手
続

確
定
判
決
の
執
行
の
た
め
に
管
財
人
の
選
任
を
求
め
る
債
権
者
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
①
管
財
人
を
必
要
と
す
る
理
由
、
②
管
理

す
べ
き
財
産
の
価
額
及
び
収
益
、
③
確
定
判
決
の
有
無
・
債
務
者
の
不
履
行
状
況
・
他
の
方
法
に
よ
る
執
行
の
結
果
・
他
の
方
法
で

は
執
行
で
き
な
い
理
由
等
、
及
び
④
管
財
人
候
補
者
の
氏
名
・
住
所
・
職
業
等
を
記
し
た
申
立
書
と
そ
の
証
拠
書
類
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（

）。
61

裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
管
財
人
を
選
任
し
、
管
財
人
に
対
し
て
担
保
の
供
与
を
命
じ
、
担
保
提
供
が
な
い
場
合
は
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
62

㈣

執
行
の
方
法

管
財
人
は
、
債
務
者
の
財
産
を
管
理
し
て
賃
料
収
入
、
生
命
保
険
の
満
期
還
付
金
等
を
回
収
し
、
経
費
を
控
除
し
た
上
で
債
権
者

に
支
払
う
。
裁
判
所
は
、
管
財
人
の
選
任
に
際
し
て
、
そ
の
報
酬
、
保
全
管
理
の
た
め
の
銀
行
口
座
の
開
設
、
裁
判
所
に
対
す
る
回

収
金
の
支
払
そ
の
他
の
活
動
や
費
用
支
出
に
関
す
る
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
63

こ
の
手
続
に
よ
れ
ば
、
将
来
債
権
や
共
有
名
義
の
預
金
口
座
等
に
対
す
る
執
行
も
可
能
で
あ
る
が
、
管
財
人
に
対
す
る
報
酬
が
大

き
な
負
担
と
な
る
の
で
、
管
理
財
産
か
ら
の
回
収
見
込
金
額
が
相
当
に
高
額
の
場
合
に
し
か
利
用
で
き
な
い
。

６

破
産
の
申
立
て

債
務
者
に
対
す
る
破
産
申
立
て
も
債
権
回
収
の
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。
債
務
者
が
破
産
を
嫌
っ
て
破
産
手
続
開
始
前
に

弁
済
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
手
続
開
始
後
は
、
一
般
債
権
者
は
全
て
平
等
に
扱
わ
れ
、
優
先
弁
済
を
受
け
る
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こ
と
が
で
き
な
く
な
る
（

）。
64

㈠

管
轄
裁
判
所
（

）
65

法
人
に
対
す
る
破
産
申
立
事
件
（
w
inding
up
petition）
は
、
高
等
法
院
の
大
法
官
部
特
別
裁
判
所
（

）で
あ
る
法
人
裁
判
所
（
Com
-

66

pany
Court）
が
管
轄
す
る
が
、
株
式
資
本
が
一
二
万
ポ
ン
ド
以
下
の
会
社
の
場
合
は
、
そ
の
登
録
事
務
所
所
在
地
の
県
裁
判
所
に

申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
個
人
に
対
す
る
破
産
申
立
事
件
（
bankruptcy
petition）
は
、
債
務
者
が
①
ロ
ン
ド
ン
に
居
所
又

は
事
業
所
を
有
す
る
場
合
、
②
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
以
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
及
び
③
所
在
不
明
の
場
合
は
高
等
法
院
、

そ
れ
以
外
の
場
合
は
そ
の
住
所
や
事
業
所
所
在
地
の
県
裁
判
所
が
管
轄
す
る
。

㈡

破
産
申
立
て
の
手
続
（

）
67

支
払
不
能
に
陥
っ
た
債
務
者
に
対
す
る
破
産
申
立
て
は
、
七
五
○
ポ
ン
ド
超
の
債
権
を
有
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
確
定
判
決
を
得
て

い
な
く
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
務
者
が
債
権
を
争
っ
て
破
産
申
立
て
が
棄
却
さ
れ
る
と
、
手
続
費
用
の
負
担
も
命

ぜ
ら
れ
る
の
で
、
安
易
に
申
し
立
て
る
の
は
危
険
で
あ
る
（

）。
債
務
者
は
、
①
七
五
○
ポ
ン
ド
超
の
債
権
者
が
法
定
の
手
続
に
従
っ
た

68

督
促
を
し
て
も
債
務
者
が
二
一
日
以
内
に
支
払
わ
な
か
っ
た
と
き
、
②
金
銭
支
払
を
命
ず
る
確
定
判
決
に
基
づ
き
強
制
執
行
手
続
を

実
施
し
た
の
に
全
額
回
収
で
き
な
か
っ
た
と
き
、
又
は
③
債
務
者
が
法
人
で
あ
り
債
務
超
過
の
状
態
で
あ
る
と
き
に
、
支
払
不
能
に

陥
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（

）。
69

破
産
申
立
て
を
し
た
債
権
者
は
、
申
立
書
を
債
務
者
に
送
達
し
、
そ
の
証
拠
を
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者

が
個
人
の
場
合
、
裁
判
所
は
、
送
達
日
か
ら
一
四
日
経
過
後
に
審
問
期
日
を
開
く
。
債
務
者
が
法
人
の
場
合
、
申
立
債
権
者
は
、
債

務
者
へ
の
送
達
の
八
日
後
以
降
に
破
産
申
立
て
の
事
実
を
官
報
に
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
公
告
日
の
八
日
後
以
降
に
審
問
手
続

が
行
わ
れ
る
。

他
の
債
権
者
等
が
審
問
手
続
に
参
加
し
た
い
場
合
は
、
審
問
期
日
の
前
日
ま
で
に
申
立
債
権
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、
申
立
債
権
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者
は
、
裁
判
所
の
た
め
に
債
権
者
一
覧
表
を
作
成
し
て
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

審
問
期
日
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
、
破
産
申
立
て
の
棄
却
、
破
産
命
令
、
又
は
審
問
期
日
の
延
長
そ
の
他
の

決
定
を
行
う
（

）。
債
務
者
が
審
問
期
日
前
に
弁
済
し
た
場
合
、
債
権
者
は
一
定
の
要
件
の
下
で
破
産
申
立
て
を
取
り
下
げ
る
こ
と
が
で

70

き
る
（

）。
71㈢

破
産
命
令
の
効
果

審
判
手
続
に
よ
り
強
制
的
破
産
命
令
が
下
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
会
計
士
等
プ
ロ
の
公
的
破
産
管
財
人
（
officialreceiver）

を
選
任
し
、
同
時
に
、
債
務
者
及
び
そ
の
財
産
に
対
す
る
全
訴
訟
手
続
・
強
制
執
行
手
続
は
停
止
す
る
（

）。
ま
た
、
破
産
会
社
に
よ
る

72

財
産
処
分
行
為
は
破
産
申
立
て
の
日
に
遡
っ
て
効
力
を
失
う
（

）。
以
後
、
債
務
者
の
全
資
産
と
負
債
は
公
的
破
産
管
財
人
に
よ
っ
て
調

73

査
、
管
理
さ
れ
、
確
定
後
、
手
続
に
参
加
し
た
債
権
者
に
分
配
さ
れ
る
（

）。
74

三

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
の
目
的
及
び
概
要

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
の
主
眼
は
動
産
執
行
制
度
の
整
備
で
あ
る
が
、
不
動
産
等
や
債
権
に
関
す
る
執
行
手
続
も
若
干
変
更
さ
れ

て
い
る
。

１

不
動
産
等
に
対
す
る
負
担
賦
課
命
令
に
関
す
る
改
正
（

）
75

最
終
負
担
賦
課
命
令
は
、
金
銭
の
分
割
払
を
命
じ
る
判
決
の
執
行
の
た
め
に
申
し
立
て
た
場
合
、
債
務
者
が
分
割
金
の
支
払
を
懈

怠
し
て
い
な
い
限
り
、
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
（
前
記
二
１
㈢
参
照
）。
し
か
し
、
債
務
者
が
残
債
務
を
確
実
に
履
行
す
る
と

は
限
ら
な
い
の
に
確
定
判
決
を
有
す
る
債
権
者
が
財
産
の
散
逸
を
防
げ
な
い
こ
と
に
は
、
不
満
の
声
が
大
き
か
っ
た
。
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Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
こ
の
点
を
改
め
て
分
割
払
を
命
ず
る
判
決
の
執
行
を
可
能
に
す
る
た
め
、
分
割
払
を
命
ず
る
判
決
の
執
行
に
基
づ

い
て
負
担
賦
課
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
、
及
び
債
務
者
が
分
割
払
を
怠
っ
て
い
な
い
事
実
は
こ
の
命
令
を
発
す
る
上
で
妨

げ
に
は
な
ら
な
い
旨
を
明
記
し
た
（
同
法
九
三
条
二
項
）。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
債
権
者
が
裁
判
所
に
対
象
物
件
の
売
却
命
令
を

申
し
立
て
て
、
分
割
払
債
権
の
完
全
な
満
足
を
得
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
同
法
九
三
条
三
項
）。

２

動
産
に
対
す
る
強
制
執
行
令
状
に
関
す
る
改
正
（

）
76

㈠

改
正
の
目
的
（

）
77

イ
ギ
リ
ス
の
動
産
執
行
制
度
は
、
様
々
な
制
定
法
、
規
則
、
判
例
法
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
た
め
、
複
雑
か
つ
不
明
瞭
な
点
が
多

か
っ
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
裁
判
所
の
審
級
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
執
行
申
立
て
の
要
件
、
手
続
、
執
行
機
関
を
一
本
化
し
、
か
つ
執

行
機
関
の
権
限
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

㈡

執
行
機
関

現
行
制
度
上
、
高
等
法
院
に
よ
る
執
行
令
状
（
w
ritoffiery
facias）
は
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
県
裁
判
所
に
よ
る
執
行
令
状
（
w
arrantof

execution）
は
執
行
吏
（
bailiff）
が
執
行
し
て
い
る
（
前
記
二
２
㈠
）。
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
こ
れ
を
統
一
し
、
大
法
官
が
定
め
る
規
則
に

基
づ
い
て
県
裁
判
所
が
認
証
し
た
者
が
執
行
代
理
人
（
enforcem
entagent）
と
な
る
旨
を
定
め
て
い
る
（
同
法
六
四
条
）。
認
証
を

受
け
た
執
行
代
理
人
は
、
同
法
別
表
一
二
の
定
め
に
従
っ
て
執
行
手
続
を
実
施
し
、
単
一
の
規
制
に
服
す
る
（
同
法
六
二
条
一
、
二

項
）。
現
在
の
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
執
行
吏
及
び
私
的
な
執
行
業
務
を
営
む
民
間
機
関
の
多
く
は
、
同
法
施
行
後
に
執
行
代
理
人
の
認
証
を

受
け
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
法
は
、
高
等
法
院
、
県
裁
判
所
の
強
制
執
行
令
状
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
w
ritofcontrol、

w
arrantofcontrolに
改
め
る
等
（
同
法
六
二
条
二
項
）、
多
く
の
用
語
を
定
義
し
直
し
て
い
る
（
同
法
別
表
一
二
第
三
部
）。
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㈢

差
押
可
能
な
物
件

現
在
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
執
行
吏
は
、
法
定
除
外
物
件
（
前
記
２
㈡
）
以
外
の
全
て
の
動
産
、
金
員
、
有
価
証
券
に
つ
い
て
、
そ
の
所

在
場
所
に
か
か
わ
ら
ず
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
こ
れ
に
対
し
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
令
状
に
記
載
さ
れ
た
債
務
者
の
家
屋
そ
の

78

他
の
建
物
内
に
あ
る
物
件
及
び
公
道
上
の
物
件
（
車
両
や
車
両
内
の
物
件
等
）
以
外
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
、

執
行
機
関
の
権
限
を
制
限
し
て
い
る
（
同
別
表
第
九
条
）。

ま
た
、
現
行
法
は
、
判
決
に
記
載
さ
れ
た
債
権
額
を
上
回
る
価
額
の
物
件
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
明

記
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
上
、
債
権
及
び
執
行
費
用
額
を
上
回
る
評
価
額
の
物
件
の
差
押
え
は
、
他
に
適
当
な
物
件
が
執

行
可
能
な
場
所
に
存
在
し
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
（
同
別
表
第
一
二
条
）。

㈣

強
制
執
行
令
状
の
効
力

現
行
制
度
上
、
高
等
法
院
が
発
し
た
令
状
の
効
力
が
及
ぶ
物
件
と
県
裁
判
所
の
令
状
の
効
力
が
及
ぶ
物
件
と
は
一
致
し
て
い
な
い

（
前
記
二
２
㈢
）。
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
両
令
状
の
目
的
物
件
を
、
執
行
機
関
が
令
状
を
受
領
し
た
時
に
債
務
者
が
所
有
し
て
い
る
動
産
等

に
統
一
し
た
（
同
別
表
第
四
段
落
三
項
）。

㈤

執
行
機
関
の
立
入
権
限
等

Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
執
行
吏
は
、
令
状
が
あ
っ
て
も
債
務
者
の
居
宅
の
門
扉
を
こ
じ
開
け
て
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
前
記
二
２
㈣
）。

こ
れ
は
、「
A
n
Englishm
an’shom
e
ishiscastle」
と
判
示
し
た
一
七
世
紀
初
頭
の
判
例
法
の
た
め
で
あ
る
（

）。
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
の
立

79

入
権
限
に
関
す
る
そ
の
後
の
判
例
は
、
こ
の
原
則
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
の
判
断
に
腐
心
し
て
き
た
。
政
府
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法

の
起
草
に
際
し
、
判
例
法
上
の
原
則
を
排
除
し
、
執
行
代
理
人
に
よ
る
債
務
者
居
宅
へ
の
立
入
権
限
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
が
、
世

論
・
マ
ス
コ
ミ
の
反
発
に
遭
い
断
念
し
た
（

）。
な
お
、
債
務
者
の
事
務
所
、
倉
庫
、
店
舗
そ
の
他
居
宅
以
外
の
建
物
や
公
道
上
の
車
両

80

等
へ
の
立
入
り
に
関
し
て
は
、
執
行
代
理
人
は
、
一
定
の
条
件
の
下
で
合
理
的
な
強
制
力
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
別
表
第
一
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七
段
落
）。
た
だ
し
、
こ
の
立
入
り
に
関
し
執
行
代
理
人
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
別
表
第
二
〇
及
び
三
一
段

落
）。
許
可
条
件
の
詳
細
は
、
今
後
作
成
さ
れ
る
規
則
に
定
め
ら
れ
る
。

㈥

立
入
り
前
の
通
知

Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
は
、
債
務
者
に
事
前
の
通
知
を
し
な
く
て
も
、
そ
の
居
宅
そ
の
他
の
建
物
に
差
押
え
の
た
め
に
立
ち
入
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
（

）。
こ
れ
に
対
し
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
執
行
代
理
人
は
、
立
入
り
前
に
債
務
者
に
通
知
し
て
い
な
い
場
合
は
、
差
押
え
を
す
る

81

こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
（
同
別
表
第
七
段
落
）。
通
知
の
時
期
、
内
容
、
方
法
等
に
関
し
て
は
、
今
後
作
成
さ
れ
る
規
則

に
よ
る
。

㈦

差
押
物
件
の
売
却
手
続

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
執
行
代
理
人
の
占
有
物
件
に
対
す
る
合
理
的
な
管
理
義
務
（
同
別
表
第
三
五
段
落
）、
適
正
評
価
義
務
（
同
別
表
第

三
六
段
落
）、
合
理
的
な
最
高
価
額
で
売
却
す
る
義
務
（
同
別
表
第
三
七
段
落
）、
及
び
売
却
・
代
金
受
領
・
債
権
者
へ
の
支
払
等
の
手

続
（
同
別
表
第
三
八
乃
至
五
〇
段
落
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
も
、
今
後
作
成
さ
れ
る
規
則
に
よ
る
。

３

金
銭
債
権
に
対
す
る
執
行
手
続
に
関
す
る
改
正

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
第
三
債
務
者
命
令
の
執
行
手
続
に
つ
い
て
は
特
に
変
更
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
記
一
に
言
及
し
た
第
三
者
に

対
す
る
情
報
開
示
命
令
は
、
主
と
し
て
第
三
債
務
者
命
令
の
申
立
て
の
便
宜
の
た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
（

）。
こ
の
命
令
を
受

82

け
た
第
三
者
は
、
求
め
ら
れ
た
情
報
を
裁
判
所
に
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
基
づ
く
情
報
開
示
は
秘
密
保
持
義
務
違
反

と
は
な
ら
な
い
の
で
（
同
法
一
〇
一
条
九
項
）、
第
三
者
は
債
務
者
に
対
す
る
秘
密
保
持
義
務
を
根
拠
に
開
示
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
①
求
め
ら
れ
た
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
と
き
、
②
求
め
ら
れ
た
情
報
の
特
定
が
で
き
な
い
と
き
、
③
情
報
の
開
示
の

た
め
に
合
理
的
な
水
準
を
超
え
る
労
力
や
費
用
を
要
す
る
と
き
等
に
は
、
裁
判
所
に
理
由
を
示
し
て
情
報
開
示
を
拒
む
こ
と
が
で
き
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る
（
同
法
一
〇
〇
条
）。

こ
れ
に
加
え
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
政
府
・
公
的
機
関
に
対
す
る
情
報
提
供
要
求
の
制
度
も
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
債
務
者
の
財
産

に
関
す
る
情
報
を
有
す
る
第
三
者
が
政
府
そ
の
他
の
公
的
機
関
で
あ
る
場
合
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
（
同
法
九
七
条
）。
開
示
命
令
と

は
異
な
り
、
要
求
を
受
け
た
公
的
機
関
は
そ
の
裁
量
に
よ
り
こ
れ
に
応
ず
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
提
供
を
強
制

さ
れ
な
い
（
同
法
九
九
条
二
項
）。
こ
の
要
求
に
基
づ
く
情
報
提
供
及
び
右
の
開
示
命
令
に
基
づ
く
情
報
の
開
示
は
、
い
ず
れ
も
デ
ー

タ
保
護
法
（
D
ata
Protection
A
ct1998）
違
反
を
構
成
し
な
い
（
同
法
一
〇
一
条
三
項
）。

裁
判
所
は
、
確
定
判
決
を
得
た
債
権
者
か
ら
、
強
制
執
行
の
た
め
に
適
切
な
情
報
入
手
の
申
立
て
を
受
け
た
と
き
、
第
三
者
へ
の

情
報
開
示
命
令
又
は
政
府
等
へ
の
情
報
提
供
要
求
を
行
う
べ
き
か
否
か
及
び
こ
の
ど
ち
ら
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
の
裁
量
に

よ
り
決
定
す
る
（
同
法
九
五
条
、
九
六
条
）。

第
三
者
や
政
府
等
か
ら
情
報
開
示
を
受
け
た
裁
判
所
は
、
判
決
を
執
行
す
る
上
で
最
適
な
情
報
を
債
権
者
に
提
供
す
る
（
同
法

一
〇
一
条
三
項
）。
情
報
開
示
命
令
に
基
づ
い
て
入
手
し
た
情
報
を
、
判
決
の
執
行
そ
の
他
裁
判
所
が
定
め
た
用
途
以
外
に
利
用
し
た

者
は
、
当
該
情
報
が
公
知
で
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
禁
錮
刑
及
び
／
又
は
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
〇
二
条
）。

４

給
料
差
押
命
令
に
関
す
る
改
正
（

）
83

こ
の
制
度
に
関
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
点
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
は
、
差
押
命
令
の
後
に
債
務
者
が
転
職
し
た
場
合
の
手
当
て
で
あ
る
。
給
料
差
押
命
令
は
、
個
人
債
務
者
に
対
す
る
債
権
を

回
収
す
る
た
め
の
簡
便
な
執
行
方
法
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
せ
っ
か
く
差
押
命
令
を
得
て
も
、
債
務
者
が
転
職
し
て
し

ま
う
と
、
申
立
債
権
者
の
請
求
に
よ
り
裁
判
所
が
新
し
い
雇
い
主
に
命
令
の
実
施
を
指
示
す
る
ま
で
効
力
を
停
止
す
る
。
申
立
債
権

者
は
債
務
者
の
転
職
先
に
関
す
る
情
報
を
容
易
に
入
手
で
き
な
い
の
で
、
差
押
命
令
の
効
果
を
発
揮
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
多
か
っ
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た
。
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
こ
の
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、
給
料
差
押
命
令
の
効
力
が
停
止
し
た
場
合
、
当
該
命
令
を
発
し
た
裁
判
所
は
税

務
当
局
に
対
し
、
債
務
者
の
転
職
先
等
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
て
い
る
（
同
法
九
二
条
）。

税
務
当
局
は
、
当
該
債
務
者
に
関
す
る
源
泉
徴
収
税
申
告
、
社
会
保
険
料
控
除
等
を
利
用
し
て
得
た
情
報
を
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
適

法
に
裁
判
所
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
の
改
正
は
、
給
料
か
ら
控
除
を
命
ず
べ
き
金
額
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
雇
い
主
が
債
務
者
の
給
料
か
ら
控
除
す
べ

き
金
額
は
、
裁
判
所
が
、
債
務
者
の
所
得
や
資
産
状
況
等
を
斟
酌
し
て
決
定
す
る
の
で
、
多
く
の
場
合
、
こ
の
た
め
の
審
問
手
続
が

必
要
と
な
る
（
前
記
二
４
㈢
）。
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
控
除
額
を
給
料
手
取
額
に
応
じ
た
定
率
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
裁
判

所
の
判
断
を
不
要
と
し
、
手
続
の
大
幅
な
簡
略
化
を
図
っ
た
（
同
法
九
一
条
、
別
表
一
五
）。
こ
の
控
除
率
は
、
同
法
施
行
ま
で
に
大

法
官
が
決
定
す
る
（
同
法
九
一
条
三
項
）。

四

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
改
正
の
検
討

最
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
執
行
制
度
と
日
本
の
強
制
執
行
制
度
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
前
記
改
正
点
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。

１

不
動
産
等
執
行
手
続
の
改
正
に
つ
い
て

イ
ギ
リ
ス
の
負
担
賦
課
命
令
は
、
不
動
産
売
却
代
金
に
よ
る
債
権
の
満
足
を
予
定
す
る
制
度
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
日
本
に
お
け

る
不
動
産
の
強
制
競
売
手
続
と
類
似
し
た
面
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
要
件
、
効
果
及
び
実
質
的
な
機
能
は
、
我
が

国
の
不
動
産
執
行
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
第
一
に
、
日
本
の
強
制
競
売
は
、
競
売
に
よ
る
売
却
代
金
が
担
保
権
者
及
び
申
立
債
権

者
だ
け
で
は
な
く
、
二
重
差
押
え
や
配
当
要
求
を
し
た
他
の
一
般
債
権
者
に
も
配
当
さ
れ
る
手
続
で
あ
る
の
に
対
し
（
民
事
執
行
法
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（
以
下
「
民
執
法
」
と
い
う
）
八
五
条
）、
負
担
賦
課
命
令
は
、
申
立
債
権
者
に
対
し
担
保
権
者
と
同
等
の
優
先
弁
済
権
を
付
与
す
る
効

果
を
有
し
て
い
る
。
第
二
に
、
日
本
法
上
は
、
不
動
産
競
売
開
始
決
定
か
ら
売
却
・
代
金
納
付
・
配
当
ま
で
一
連
の
手
続
が
進
行
す

る
の
に
対
し
、
負
担
賦
課
命
令
は
、
申
立
債
権
者
に
優
先
弁
済
権
が
生
ず
る
だ
け
の
制
度
で
あ
り
、
不
動
産
を
売
却
す
る
た
め
に
は
、

別
途
売
却
命
令
の
手
続
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
我
が
国
で
は
、
債
務
名
義
に
執
行
文
が
付
さ
れ
、
か
つ
一
定
の
手

続
的
要
件
を
充
足
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
競
売
手
続
が
開
始
す
る
が
（
民
執
法
二
五
条
）、
負
担
賦
課
命
令
の
場
合
、
裁
判
所
は
、

債
務
者
本
人
の
状
況
、
他
の
債
権
者
が
不
当
に
害
さ
れ
な
い
か
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
の
上
、
そ
の
裁
量
に
よ
り
発
令
を
決
定
す
る

（
前
記
二
１
㈢
）。
イ
ギ
リ
ス
の
負
担
賦
課
命
令
は
、
申
立
債
権
者
に
優
先
弁
済
権
が
付
与
さ
れ
る
反
面
、
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
か

否
か
の
要
件
が
不
明
確
か
つ
限
定
的
で
あ
る
か
ら
、
我
が
国
の
よ
う
に
不
動
産
の
資
産
価
値
が
信
用
力
の
重
要
な
評
価
基
準
と
さ
れ
、

不
動
産
に
対
す
る
執
行
が
重
視
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、
妥
当
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
分
割
払
を
命
ず
る
判
決
の
た
め
に
負

担
賦
課
命
令
を
利
用
で
き
な
い
点
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
問
題
視
さ
れ
て
い
た
（
前
記
三
１
（

））。
84

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
最
終
負
担
賦
課
命
令
の
発
令
要
件
を
緩
和
し
、
金
銭
債
権
の
分
割
払
を
命
ず
る
判
決
の
執
行
の
た
め
に
も
不
動
産

執
行
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
意
図
で
、「
判
決
が
分
割
払
を
命
じ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
は
発
令
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
旨
を
明
記

し
、
こ
の
事
実
を
、
発
令
を
決
定
す
る
上
で
の
考
慮
事
項
か
ら
除
外
し
た
（
同
法
九
三
条
）。
た
だ
し
、
改
正
法
下
で
も
、
最
終
命
令
を

発
令
す
る
か
否
か
の
決
定
が
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
る
べ
き
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
改
正
が
実
質
的
に
機
能
す

る
か
否
か
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
施
行
後
、
分
割
払
判
決
の
執
行
に
関
し
、
裁
判
所
が
ど
の
程
度
こ
の
命
令
を
発
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

２

動
産
等
執
行
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て

強
制
執
行
令
状
に
よ
る
動
産
等
の
執
行
は
、
右
記
の
不
動
産
の
場
合
よ
り
も
手
続
が
は
る
か
に
簡
便
・
確
実
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
も
利
用
頻
度
の
高
い
執
行
手
続
で
あ
る
。
債
権
者
は
、
裁
判
所
か
ら
受
け
た
強
制
執
行
令
状
を
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
執
行
吏
に
交
付
す
る
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だ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
あ
る
債
務
者
所
有
物
件
を
取
り
上
げ
て
売
却
・
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
の
民
事
執
行
法
上
の

動
産
執
行
は
、
執
行
官
に
対
し
て
直
接
申
立
て
が
で
き
る
点
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
法
以
上
に
簡
便
だ
が
、
差
押
可
能
物
件
は
申
立

書
に
記
載
し
た
執
行
場
所
所
在
物
件
に
限
ら
れ
る
（

）。
ま
た
、
日
本
法
上
、
同
じ
物
件
に
対
し
て
二
重
差
押
え
や
配
当
要
求
し
た
他
の

85

債
権
者
が
債
権
額
に
応
じ
た
配
当
を
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
（
民
執
法
一
二
五
条
、
一
四
〇
条
、
一
四
二
条
）、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
執

行
機
関
が
最
初
に
受
け
取
っ
た
強
制
執
行
令
状
に
基
づ
く
動
産
執
行
が
他
の
債
権
者
の
令
状
に
優
先
す
る
の
で
、
申
立
債
権
者
に
有

利
で
あ
る
（

）。
た
だ
し
、
裁
判
所
の
審
級
に
応
じ
て
執
行
機
関
の
種
類
、
権
限
、
規
制
に
違
い
が
あ
る
点
、
及
び
執
行
機
関
に
債
務
者

86

居
宅
へ
の
強
制
立
入
権
限
が
な
い
等
の
点
は
、
こ
の
手
続
の
便
を
削
い
で
い
る
（

）。
87

こ
の
弱
点
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
執
行
機
関
を
執
行
代
理
人
に
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
権
限
を
強
化
し
か
つ
明
確
化

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
法
は
、
執
行
機
関
の
権
限
強
化
の
点
に
関
し
て
は
あ
ま
り
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
な
い
。
同
法
は
、
執
行
代
理
人
に
対
し
、
一
定
の
条
件
の
下
で
、
執
行
場
所
へ
の
立
入
り
等
の
た
め
に
合
理
的
な
強
制
力
を

用
い
る
権
限
を
与
え
て
い
る
（
同
法
別
表
一
二
第
一
七
段
落
）。
し
か
し
、
執
行
代
理
人
は
、
そ
の
条
件
に
つ
い
て
裁
判
所
の
許
可
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
許
可
条
件
に
関
す
る
規
則
は
未
定
だ
が
、
強
制
力
を
用
い
な
い
他
の
方
法
を
尽
く
し
た
こ
と
や
執
行
場
所

が
債
務
者
の
居
宅
で
は
な
い
こ
と
等
が
許
可
の
条
件
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
（

）。
そ
う
な
れ
ば
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
施
行
後
に
執
行
代
理
人

88

が
強
制
力
を
用
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難
と
な
る
（

）。
し
か
も
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
令
状
記
載
の
建
物
及
び
公
道
以
外
の
場
所

89

に
所
在
す
る
物
件
の
差
押
え
を
禁
じ
、
か
つ
立
入
り
前
の
債
務
者
に
対
す
る
通
知
を
執
行
の
要
件
と
し
て
い
る
（
同
別
表
九
条
）。
こ

れ
で
は
、
事
前
通
知
を
受
け
た
債
務
者
は
、
価
値
あ
る
物
件
の
ほ
と
ん
ど
を
執
行
場
所
か
ら
搬
出
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
同
法
が
執

行
機
関
の
権
限
及
び
そ
の
限
界
の
明
確
化
を
図
っ
た
結
果
と
し
て
、
強
制
執
行
令
状
に
よ
る
動
産
執
行
手
続
は
、
そ
の
長
所
で
あ
る

簡
便
性
・
柔
軟
性
・
機
動
性
を
失
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
許
可
条
件
や
通
知
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
細
則
が

制
定
さ
れ
る
か
、
そ
し
て
施
行
後
に
ど
の
よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
る
か
を
注
目
し
た
い
。
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３

債
権
執
行
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て

日
本
の
民
事
執
行
法
は
債
務
者
の
財
産
の
開
示
に
関
す
る
制
度
を
定
め
て
い
る
が
（
民
執
法
第
四
章
）、
実
務
上
は
十
分
に
機
能
し

て
い
な
い
。
手
続
が
面
倒
で
あ
る
こ
と
、
過
料
の
制
裁
程
度
で
は
債
務
者
の
十
分
な
協
力
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
開
示
後
の
財
産

散
逸
・
隠
匿
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
等
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
情
報
開
示
命
令
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
執
行
の
た
め

と
い
う
よ
り
、
債
務
者
と
の
交
渉
手
段
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（

）。
90

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
主
と
し
て
第
三
債
務
者
命
令
に
よ
る
執
行
の
便
宜
の
た
め
、
第
三
者
に
対
す
る
情
報
開
示
命
令
及
び
政
府
等
に
対

す
る
情
報
提
供
要
求
の
制
度
を
設
け
て
い
る
（
前
記
三
３
）。
こ
れ
ら
が
有
効
に
機
能
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
入
手
困
難
で
あ
っ
た
情

報
が
債
務
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
得
ら
れ
る
の
で
、
第
三
債
務
者
命
令
に
よ
る
強
制
執
行
が
大
幅
に
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、
情
報
開
示
命
令
、
情
報
提
供
要
求
を
行
う
か
否
か
は
裁
判
所
の
裁
量
に
よ
り
、
ま
た
情
報
提
供
要
求
を
受
け
た
公
的
機
関

が
こ
れ
に
応
ず
る
か
否
か
は
当
該
機
関
の
裁
量
に
よ
る
の
で
、
施
行
後
の
運
用
状
況
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

４

給
料
差
押
命
令
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て

Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
る
二
つ
の
改
正
（
前
記
三
４
）
の
う
ち
、
第
一
点
（
税
務
当
局
へ
の
情
報
要
求
）
が
ど
の
程
度
有
効
で
あ
る
か
は
、

前
記
四
３
同
様
、
施
行
後
の
運
用
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
二
の
改
正
事
項
（
給
料
か
ら
の
控
除
率
の
固
定
化
）
は
、
最
も
確
実
に
実
利
が
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。
日
本
の
民
事
執
行
法
は
、

給
料
手
取
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
部
分
（
三
三
万
円
を
上
限
と
す
る
）
の
差
押
え
を
禁
じ
、
差
押
可
能
な
範
囲
を
固
定
し
て
い

る
（
民
執
法
一
五
二
条
）。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
こ
の
金
額
を
個
別
案
件
ご
と
に
裁
判
所
が
決
定
す
る
た
め
、
逐
一
審
問

手
続
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
債
権
者
・
債
務
者
双
方
に
と
っ
て
煩
瑣
で
あ
る
（
前
記
二
４
㈢
参
照
）。
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
に
よ
り
控
除
率
が
固

定
化
さ
れ
れ
ば
、
審
問
手
続
な
し
に
給
料
差
押
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
も
っ
と
も
、
実
務
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上
は
、
審
問
手
続
が
任
意
弁
済
や
そ
の
交
渉
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
プ
ラ
ス
の
影
響
だ
け
と
は
い
え
な
い
。

〔
追
記
〕

斎
藤
和
夫
先
生
に
は
、
塾
法
学
部
一
年
次
の
法
学
演
習
で
、
独
留
学
を
終
え
た
直
後
の
先
生
か
ら
譲
渡
担
保
法
を
習
っ
て
以
来
、
私
の
人

生
の
様
々
な
節
目
に
お
い
て
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
退
職
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（

）
T
ribunals,Courts
and
Enforcem
entA
ct2007.な
お
、
同
法
は
、
裁
判
所
・
裁
判
官
の
構
成
、
裁
判
外
の
審
判
制
度
の
改
正

1規
定
や
借
入
美
術
品
の
保
護
に
関
す
る
新
設
規
定
も
含
み
、
こ
れ
ら
は
既
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

（

）
T
he
CivilProcedure
Rules
1998（
以
下
「
Ｃ
Ｐ
Ｒ
」
と
い
う
）
71.2.た
だ
し
、
こ
の
申
立
て
に
は
手
続
費
用
の
負
担
を
要
す

2る
上
、
情
報
開
示
し
た
債
務
者
が
強
制
執
行
を
受
け
る
前
に
財
産
を
隠
匿
・
処
分
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
い
な
い
（
後
掲
注
(
)
p.440）。

3

（

）
Craig
O
sborne
‘LegalPractice
Course
Guide
CivilLitigation
2005-2006’(O
xford
U
niv.Press),p.441.

3
（

）
CivilProcedure
Practice
D
irections（
以
下
「
Ｐ
Ｄ
」
と
い
う
）
71,Rulesofthe
Suprem
e
Court（
以
下
「
Ｒ
Ｓ
Ｃ
」
と

4い
う
）
O
rder
52.

（

）
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
Part4,ss.95-105.た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
施
行
さ
れ
て
い
な
い
。

5
（

）
拙
著
「
国
際
取
引
の
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
法
」（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
九
六
頁
以
下
。

6
（

）
CPR
70.2(2)(b).

7
（

）
Charging
O
rders
A
ct1979
s.1(2),s.2,CPR
73.3.

8
（

）
県
裁
判
所
（
County
Courts）
は
少
額
事
件
を
中
心
に
扱
う
最
下
位
の
裁
判
所
で
あ
る
。
高
等
法
院
（
T
he
H
igh
Court）
は
県

9裁
判
所
の
上
訴
事
件
の
み
な
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
事
件
の
第
一
審
の
事
物
管
轄
を
有
す
る
（
前
掲
注
(
)一
四
頁
以
下
参
照
）。

6

（

）
CPR
70.3,PD
70.2,70.3.イ
ギ
リ
ス
に
は
、
我
が
国
の
よ
う
な
執
行
文
付
与
の
制
度
（
民
事
執
行
法
二
六
条
）
が
存
在
し
な
い
の

10で
、
事
件
を
執
行
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
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（

）
CPR
73.10,CPR
Part8,E
zekielv
O
rakpo
[1971]
1
W
.L.R.340,CA
.た
だ
し
、
実
務
上
、
負
担
賦
課
命
令
を
得
た
債
権
者
は

11売
却
命
令
の
た
め
の
手
続
ま
で
は
執
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

（

）
County
Courts
A
ct1984
s.23(c).

12
（

）
A
dm
inistration
ofJustice
A
ct1970
s.36,前
掲
注
(
)
pp.447-448
。

13

3

（

）
CPR
73.4,73.5,73.6,73.7,Charging
O
rders
A
ct1979
s.3.

14
（

）
CPR
73.4(2)(b),CPR
73.5(1).な
お
、
利
害
関
係
者
を
指
定
す
る
た
め
の
情
報
は
、
申
立
債
権
者
が
裁
判
所
に
報
告
す
る
（
PD

1573
para.1.2(5)）。

（

）
Charging
O
rders
A
ct1979
s.1(5).

16
（

）
R
oberts
Petroleum
Ltd
v
Bernard
K
enny
Ltd
[1982]
1
W
.L.R.301
CA
,R
obinson
v
Bailey
[1942]
Ch.268
at271.

17
（

）
M
ercantileCreditCo
Lim
ited
v
E
llis,T
he
T
im
es,A
pril1,1987,CA
.特
に
、
県
裁
判
所
が
分
割
払
判
決
を
下
し
た
場
合
は
、

18法
律
上
、
債
務
者
が
分
割
金
の
支
払
を
懈
怠
し
な
い
限
り
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
負
担
賦
課
命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
County
Courts
A
ct1984
s.86(1)）。

（

）
前
掲
注
(
)
p.446
。

19

3

（

）
Judgm
ents
A
ct1938,County
Courts
(Intereston
Judgm
entD
ebts)
O
rder
1991,PD
70,para.6.

20
（

）
前
掲
注
(
)。

21

11

（

）
Courts
A
ct2003
s.99.な
お
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
高
等
法
院
の
職
員
や
公
務
員
で
は
な
く
、
高
等
法
院
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
人

22で
あ
る
。

（

）
County
Courts
A
ct1984
s.85.

23
（

）
H
igh
CourtA
nd
County
Courts
Jurisdiction
O
rder
1991.

24
（

）
Judgm
ents
A
ct1938
s.17(1).

25
（

）
County
Courts
(Intereston
Judgm
entD
ebts)
O
rder
1991
s.1(1).た
だ
し
、
物
品
売
買
債
権
の
た
め
の
特
別
法
（
Late

26Paym
entofCom
m
ercialD
ebts
(Rate
ofInterest)
O
rder
1998）
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

（

）
Courts
A
ct2003
Sch.7,paras.9(2)
,9(3),County
Courts
A
ct1984
s.89(1).

27
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（

）
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
こ
と
は
、
債
務
者
が
異
議
を
申
し
立
て
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
RSC
O
rder
17
r.2A
,T
oseland

28Building
Supplies
Lim
ited
v
Bishop
(t/a
Bishop
G
roundw
orks),O
ctober
28,1993,CA
）。

（

）
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
第
六
部
、
拙
稿
「
海
外
か
ら
借
り
入
れ
た
美
術
品
等
の
差
押
え
等
を
禁
止
す
る
法
律
（
海
外
美
術
品
公
開
促
進
法
）
に
つ

29い
て
」（
二
〇
一
一
年
、
慶
應
法
学
二
〇
号
）
二
〇
五
頁
以
下
参
照
。

（

）
Courts
A
ct
2003
Sch.7,para.8,Sam
uel
v
Sir
J.
D
uke
(1838)
3
M
.&
W
.622,County
Courts
A
ct
1984
s.99(1),

30M
urgatroyd
v
W
right[1907]
2
K
.B.333.

（

）
Courts
A
ct2003
Sch.7,para.10,County
Courts
A
ct1984
s.97.前
掲
注（

）
p.443
。

31

3

（

）
V
aughan
v
M
cK
enzie
[1969]
1
Q
.B.557
[1968]
1
A
llE.R.1154,D
C.

32
（

）
H
odder
v
W
illiam
s
[1895]
2
Q
.B.663.

33
（

）
M
cLeod
v
Butterw
ick,T
he
T
im
es,M
arch
12,1996.

34
（

）
CPR
72.2.二
〇
〇
二
年
三
月
以
前
は
garnishee
order
nisiと
呼
ば
れ
て
い
た
。

35
（

）
BarnettvE
astm
an
(1898)67L.J.Q
.B.517.他
方
、
発
生
済
み
の
賃
料
は
こ
の
手
続
の
対
象
と
な
る
（
M
itchellvLee[1867]

36L.R.2
Q
.B.259）。

（

）
H
allv
Pritchett(1877)
L.R.3
Q
.B.D
.215,M
apleson
v
Sears
(1911)
105
L.T
.639.

37
（

）
Johnson
v
D
iam
ond
(1855)
11
Exch.73,Jones
v
T
hom
pson
(1853)
E.B.&
E.63.

38
（

）
H
irschhorn
v
E
vans
[1938]
2
K
.B.801
[1938]
3
A
llE.R.491
CA
.

39
（

）
M
cD
ow
allv
H
ollister
(1855)
25
L.T
.O
.S.185.

40
（

）
Proutv
G
regory
(1889)
24
O
.B.D
.281.

41
（

）
W
ebb
v
Stenton
(1883)
L.R.11
Q
.B.D
.518
at522
CA
.

42
（

）
O
’D
riscollv
M
anchester
Insurance
Com
m
ittee
[1915]
3
K
.B.499
at515
CA
,H
yam
v
Freem
an
[1890]
35
S.J.87.

43
（

）
T
app
v
Jones(1874)
L.R.10
Q
.B.591
at593,R
eCow
ans’E
state,R
epaierv
W
right(1880)
L.R.14
Ch.D
.638
at643.

44
（

）
H
oltv
H
eatherfiled
T
rustLtd
[1942]
2
K
.B.1.

45
（

）
K
uw
ait
O
il
T
anker
Co
SA
K
v
Q
abazard
[2003]
U
K
H
L
31,Societe
E
ram
Shipping
Co
Lim
ited
v
Com
pagnie

46
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Internationale
de
N
avigation
[2003]
U
K
H
L
20
[2003]
3
W
.L.R.21,CPR
72.1.

（

）
CPR
72.4
-72.9.

47
（

）
Crantrave
Ltd
(In
Liquidation)v
Lloyds
Bank
Plc
[2000]
Q
.B.917
[2000]
3
W
.L.R.877.

48
（

）
CPR
Sch.2,County
CourtRules（
以
下
、「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
」
と
い
う
。）
O
rder
27,r.3.

49
（

）
A
ttachm
entofEarnings
A
ct1971.

50
（

）
前
掲
注（

）。

51

10

（

）
Claire
Sandbrook
‘Enforcem
entofa
Judgm
ent11th
ed.’(Sw
eet&
M
axw
ell,2011)
pp.301-302.

52
（

）
CCR
O
rder
27,r.7,r.7A
.

53
（

）
CCR
O
rder
27,r.5.

54
（

）
CCR
O
rder
27,r.7A
,A
ttachm
entofEarnings
O
rder
A
ct1971
s.14(1).た
だ
し
、
実
務
上
、
裁
判
所
が
債
務
者
に
刑
事
制

55裁
を
課
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
前
掲
注
(
)
p.449）。

3

（

）
前
掲
注
(
)
p.450
。

56

3

（

）
Suprem
e
CourtA
ct1981
s.37,s.38,County
Courts
A
ct1984
s.107,CPR
Part69.

57
（

）
実
務
上
は
、
伝
統
的
に
衡
平
法
上
の
事
件
を
最
も
多
く
扱
っ
て
い
る
高
等
法
院
大
法
官
部
（
H
igh
CourtChancery
D
ivision）

58に
申
し
立
て
ら
れ
、
又
は
移
送
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（

）
M
aclaine
W
atson
and
Co
Ltd
v
InternationalT
in
Council[1988]
Ch.1.

59
（

）
H
illsv
W
ebber
(1901)
17
T
.L.R.,H
artv
E
m
erlkirk
Ltd
[1983]
3
A
llE.R.15,O
liver
v
Low
ther
(1880)
42
L.T
.47,

60Levasseurv
M
ason
&
Barry
[1891]
1
Q
.B.73,Soinco
S.A
.C.I.and
anotherv
N
ovokusnetsk
A
lum
inium
Plantand
others

[1988]
Q
.B.406.

（

）
PD
69.3.な
お
、
こ
の
申
立
て
は
、
緊
急
の
必
要
そ
の
他
衡
平
の
た
め
に
必
要
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
確
定
判
決
を
得
る
前
の
債
権
者

61も
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
CPR
69.4,CPR
25.2(2)）。

（

）
CPR
69.5.実
務
上
、
債
権
者
は
申
立
て
の
際
に
、
担
保
と
し
て
提
供
す
る
金
融
機
関
の
保
証
状
の
ド
ラ
フ
ト
を
提
出
す
る
（
A
p-

62pendix
2
to
“A
Guide
for
Receivers
in
the
Chancery
D
ivision”）。
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（

）
CPR
69.6,69.7,69.8.

63
（

）
John
Birds,A
J
Boyle,etc.‘Boyle
&
Birds’Com
pany
Law
5th
ed.’(Jordans,2004)
pp.729-742.前
掲
注
(
)
p.326

64

52

以
下
。

（

）
Insolvency
A
ct1986（
以
下
「
Ｉ
Ａ
」
と
い
う
）
s.117,s.118,Insolvency
Rule
1986（
以
下
「
Ｉ
Ｒ
」
と
い
う
）
6.9(1).

65
（

）
高
等
法
院
に
は
、
女
王
座
部
、
大
法
官
部
、
家
事
部
の
三
つ
の
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
裁
判
所
が
付
属
し
て
い
る
（
前
掲
注

66(
)一
五
頁
以
下
）。

6

（

）
IR
4.8,4.11,4.16,4.17,6.14,6.16,6.17,6.18,6.23,6.24.

67
（

）
A
nderson
v
K
A
S
Bank
N
V
[2004]
EW
H
C
532,Ch.

68
（

）
IA
ss.123(1)(a),s.123(1)(b),123(2),.268(1)(a),268(1)(b).

69
（

）
IA
s.125(1),IR,6.25.

70
（

）
IR
4.5.

71
（

）
IA
ss.130(1)
,130(2),183,184,273,285.

72
（

）
IA
ss.127,129.な
お
、
個
人
破
産
の
場
合
は
破
産
命
令
の
効
力
は
命
令
が
あ
っ
た
日
に
生
ず
る
（
IA
s.278）。

73
（

）
F
O
ditah
‘W
inding
U
p
RecalcitrantD
ebtors’[1995]
LM
CLQ
107
参
照
。

74
（

）
H
M
Gov.,‘Explanatory
N
otes
to
T
ribunals,Courts
and
Enforcem
entA
ct2007’c.15
notes
411-413.

75
（

）
前
掲
注（

）
Com
m
entary
on
Part3.な
お
、
Ｔ
Ｃ
Ｅ
法
は
、
不
動
産
賃
貸
人
に
よ
る
賃
料
取
立
て
の
手
続
も
全
面
的
に
改
定

76

75

し
て
い
る
。

（

）
H
ouse
ofCom
m
ons
Research
Paper
07/22
1
M
arch
2007
T
he
T
ribunals,Courts
and
Enforcem
entBill[H
L],pp.

7732-36.

（

）
Courts
A
ct2003
Sch.7,para.9.実
務
上
、
令
状
に
記
載
さ
れ
た
執
行
場
所
以
外
の
場
所
に
所
在
す
る
物
件
で
あ
っ
て
も
、
申
立

78債
権
者
か
ら
書
面
に
よ
る
指
示
が
あ
れ
ば
差
押
可
能
で
あ
る
。

（

）
Sem
ayne’s
Case
(1604)
5
Co.91.

79
（

）
前
掲
注
(
)
p.229、
前
掲
注
（

）
pp.32-36
。

80

52

77
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（

）
な
お
、
県
裁
判
所
執
行
吏
に
よ
る
立
入
り
の
場
合
は
、
事
前
に
警
告
を
与
え
て
い
る
が
、
法
律
上
の
要
件
で
は
な
い
（
County

81CourtRules
1981
O
rder
26,r.7）。

（

）
前
掲
注
(
)
p.89
。

82

52

（

）
前
掲
注
(
)
notes
409,410
。

83

75

（

）
日
本
の
民
事
執
行
実
務
上
は
、
分
割
払
の
債
務
名
義
で
も
無
条
件
で
執
行
文
付
与
を
受
け
ら
れ
る
（
最
判
昭
四
一
・
一
二
・
一
五
民

84集
二
〇
・
一
〇
・
二
〇
八
九
）。

（

）
民
執
規
則
九
九
条
。
た
だ
し
、
債
権
者
が
差
押
え
の
現
場
で
債
務
者
の
転
居
先
等
の
住
所
の
補
正
を
す
る
と
き
は
、
転
居
先
等
で
実

85施
で
き
る
（
執
行
官
提
要
一
六
〇
頁
）。

（

）
Courts
A
ct2003
Sch.7,para.8,County
Courts
A
ct1984
s.99(1).

86
（

）
前
掲
注
(
)
pp.29-31
。

87

77

（

）
前
掲
注
(
)
pp.231-232
。

88

52

（

）
判
例
法
上
、
Ｈ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
は
一
定
の
限
度
の
強
制
立
入
権
が
与
え
ら
れ
て
お
り
（
前
記
二
２
㈣
）、
こ
の
範
囲
の
行
為
は
裁
判
所
の

89許
可
も
不
要
で
あ
る
。

（

）
前
掲
注
(
)
p.441
。

90

3
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